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●
練
習
は
ど
の
よ
う
に
？

水
曜
日
以
外
は
、
朝
に
三

十
分
と
放
課
後
に
練
習
し
て

い
ま
す
。
土
、
日
は
練
習
試

合
を
宇
都
宮
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
中
学
校
と
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

●
試
合
の
ル
ー
ル
は
？

四
点
が
一
セ
ッ
ト
に

な
り
先
に
四
セ
ッ
ト
取
っ

た
方
が
勝
者
に
な
り
ま

す
。
試
合
は
二
人
一
組

で
行
い
ま
す
。

●
入
部
の
動
機
は
？

★
見
学
の
時
に
楽
し
そ

う
だ
と
思
っ
た
か
ら

★
姉
が
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
で
そ
の
姿
が
い
き
い

き
し
て
い
た
か
ら

●
部
長
と
し
て
心
掛
け
て
い

る
こ
と
は
？

誰
か
ら
も
応
援

さ
れ
る
チ
ー
ム
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

部
員
た
ち
が
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
以
外
の

場
面
で
も
、
自
分

で
判
断
し
、
人
と

し
て
成
長
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で

す
。

●
優
勝
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド

全
員
が
丸
く
な

っ
て
、
優
勝
旗
を

一
人
一
人
持
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
喜
び
を
コ
メ
ン

ト
し
ま
し
た
。

●
海
瀬
先
生
の
コ
メ
ン
ト

関
東
大
会
出
場
を
目
指
し

て
日
々
一
生
懸

命
練
習
に
取
り

組
み
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
乗

り
越
え
て
成
長

し
て
い
く
生
徒

の
姿
か
ら
、
私

自
身
多
く
の
こ

と
を
学
び
ま
し

た
。保

護
者
を
は

じ
め
、
支
え
て

く
だ
さ
る
多
く

の
方
へ
の
感
謝

を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
本
気

で
前
に
進
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
Ｓ
・
Ｍ
）

片
岡
中
学
校
・
女
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
二
十

八
年
七
月
に
地
区
総
体
で

団
体
戦
・
個
人
戦
と
も
に

優
勝
し
ま
し
た
。
（
二
年

連
続
）
。
現
在
の
部
員
数

は
二
十
四
人
（
三
年
生
十

一
人
、
二
年
生
二
人
、
一

年
生
十
一
人
）
で
す
。

活
躍
に
つ
い
て
、
顧
問

の
海
瀬
裕
之
先
生
と
部
長

の
大
嶋
乃
愛
さ
ん
、
三
年

生
の
部
員
の
皆
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

決
め
ろ
‼
ス
マ
ッ
シ
ュ

片
岡
中
学
校
・
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

●
創
部
は
い
つ
頃
で
す
か
？

今
年
で
、
矢
板
中
学
校
創

立
七
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
の
こ
と
は
明
確
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
柔
道
部
の
発

足
は
、
同
時
期
、
ま
た
は
六

十
年
は
超
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

●
部
員
数
は
？

現
在
の
部
員
は
、
十
一
名

（
三
年
生
四
名
、
二
年
生
二

名
、
一
年
生
五
名
）
で
す
。

●
練
習
は
ど
の
よ
う
に
や
っ

て
い
ま
す
か
？

柔
道
部
の
今
年
の
入
部
生

は
五
人
中
四
人
が
初
心
者
な

の
で
、
ケ
ガ
防
止
も
あ
り
、

受
け
身
か
ら
始
ま
り
、
回
転

運
動
、
礼
法
、
型
と
進
め
て

い
き
ま
す
。

練
習
は
基
本
的
に
毎
日
で
、

夏
場
は
十
六
時
半
～
十
八
時

半
ま
で
、
冬
場
は
十
六
時
半

～
十
七
時
十
五
分
ま
で
行
い

ま
す
。
月
に
二
～
三
回
程
度
、

柔
道
の
出
稽
古
も
し
て
い
ま

す
。相

撲
大
会
の
三
カ
月
前
か

ら
、
相
撲
の
練
習
を
始
め
ま

す
。
本
校
に
は
土
俵
が
な
い

の
で
、
柔
道
場
で
相
撲
の
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

氏
家
中
学
校
・
塩
谷
中
学
校

と
一
緒
に
練
習
試
合
も
行
っ

て
い
ま
す
。

●
決
め
技
は
？

柔
道
は
、
大
腰
、
内
股
、

払
い
腰
、
一
本
背
負
い
、
大

外
刈
り
、
と
そ
れ
ぞ
れ
得
意

技
が
異
な
り
ま
す
。

相
撲
で
は
、
押
し
出
し
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
一
人
は

上
手
出
し
投
げ
を
得
意
と
し

て
い
ま
す
。

●
相
撲
大
会
の
結
果
は
？

団
体
戦
で
は
、
県
大
会
で

準
優
勝
を
果
た
し
、
四
年
連

続
で
関
東
大
会
に
出
場
し
、

頑
張
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
戦
で
は
、
三

年
生
の
大
島
啓
彰
く
ん
が
県

大
会
で
三
位
と
な
り
、
あ
と

一
勝
す
れ
ば
、
全
国
大
会
の

出
場
権
を
獲
れ
た
、
悔
し
い

結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

●
末
廣
先
生
か
ら
の
一
言

柔
道
に
加
え
、
相
撲
で
も

練
習
を
頑
張
り
、
素
晴
ら
し

い
成
績
を
残
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
練
習
を
積
み
、
ぜ
ひ

五
年
連
続
で
の
関
東
大
会
出

場
、
そ
し
て
目
標
の
全
国
大

会
へ
の
出
場
も
達
成
し
て
ほ

し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
柔
道

部
と
し
て
も
、
相
撲
に
負
け

な
い
よ
う
な
結
果
を
出
せ
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｍ
・
Ｗ
）

体
型
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
ほ
ど
物
静
か
で
す
が
、

気
迫
・
闘
志
に
満
ち
た
矢

板
中
学
校
・
柔
道
部
の
皆

さ
ん
は
、
相
撲
大
会
に
も

出
場
し
て
い
ま
す
。
県
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
、

四
年
連
続
で
関
東
大
会
に

出
場
す
る
な
ど
、
大
活
躍

し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
部
員
の
皆
さ
ん

と
顧
問
の
末
廣
明
久
先
生

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

相
撲
で
も
大
活
躍
‼

矢
板
中
学
校
・
柔
道
部

一番嬉しかったこと
●優勝旗を受け取ったこと(大嶋)

●団体と個人での優勝(石塚)

●3年生で優勝したこと(小松原)

●2年、3年と続けて優勝したこ

と(簗瀬)

●皆で一緒に練習したこと(阿美)

一番悔しかったこと
●3年生最後の個人戦で県大会

出場を果たせなかったこと(岡)

●ライバルだった相手ペアに一

度も勝てなかったこと(白須)

●いつも勝っていた相手に最後

の試合で負けたこと(菅野)

●いつもの自分の力を出せず負

けたこと(石塚美・岡崎）

●試合で練習の成果を発揮でき

ずに負けたこと(小口)


